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奈良町にぎわいの家 10月のイベントから 

第１回「くらし講座」は「茶粥」 
民俗の視点から奈良の「食」を。 

茶粥の資料から 

かまど体験。 
親子で参加のお二人、 
息をあわせて、ふぅぅぅ。 

祝・五万人！（１０／２３） 
東京から、正倉院展にお越しのお客様。 
田中館長から記念品を！ 

日本を代表する馬頭琴奏者、 
嵯峨治彦コンサート。 
豊かな音色に一同、うっとり。 

ならまちわらべうた
フェスタ・初参加！ 

倍厳実行委員長、 
開会宣言！ 

折紙ワールド、大人気！ 

にぎわいちんどん、 
中々の演奏！ 

紙ずもう大会、自分で作ってから、 
試合です！ 

←スタッフが作った 
  メダル！ 

横綱誕生！ 

けん玉名人、矢野先生の 
けん玉検定に行列が。 

町家講座「町家の耐震」について 
沢山の画像でわかりやすく。 



奈良町にぎわいの家では、二十四節気オリジナルスタンプと節気ごとの歌で皆様をお迎えします。 
           短歌…喜夛隆子（歌人・ヤママユ編集委員）／書…逢香（奈良教育大学） 

二
〇
一
五 

わ
ら
べ
う
た
フ
ェ
ス
タ 

に
ぎ
わ
い
レ
ボ
ー
ト
！ 

  

快
晴
の
空
の
下
、
わ
ら
べ
う
た
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い 

の
家
に
も
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
に
来
て
下
さ
い
ま 

し
た
。 

 

紙
相
撲
大
会
！
自
分
で
折
り
紙
で
紙
相
撲
を
作
り
、
土
俵
で 

対
決
。
小
さ
な
子
が
大
き
な
子
に
勝
て
る
！
そ
れ
が
紙
相
撲
の 

面
白
さ
。
「は
っけ
よ
ー
い
、
の
こ
った
！
」ド
ン
ド
コ
ド
ン
ド
コ
「キ
ャ 

ー
、
ワ
ー
、
ヤ
ッ
タ
ー
」の
声
が
大
広
間
に
響
き
ま
し
た
。 

 

に
ぎ
わ
い
チ
ン
ド
ン
参
上
！
「と
ざ
い
、
と
ー
ざ
い…

」と
、
に
ぎ
わ 

い
の
家
を
紹
介
し
、
音
楽
を
演
奏
し
な
が
ら
奈
良
町
を
ね
り
歩
き

ま
し
た
。
道
中
、
通
り
掛
り
の
子
ど
も
た
ち
、
一
緒
に
歌
って
く
れ

た
り
、
近
づ
く
と
逃
げ
て
行
った
り
、
賑
や
か
な
色
と
音
が
奈
良
町

に
響
き
ま
し
た
。 

 

け
ん
玉
体
験
！
け
ん
玉
名
人
の
矢
野
博
幸
先
生
の
指
導
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
真
剣
勝
負
。
で
き
な
か
った
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ 

た
時
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
！
そ
れ
が
何
に
も
代
え
難
い
素
敵
な 

宝
物
。 

 

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
子
供
た
ち
と
一
緒
に
「わ
ら
べ
」 

に
な
って
、
遊
ん
だ
一
日
に
な
った
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分 

の
手
や
体
を
使
って
遊
ぶ
。
自
分
で
遊
び
を
作
る
。
遊
ぶ
時
は
思
い
っ

き
り
遊
ぶ
！
子
ど
も
た
ち
の
そ
ん
な
時
間
を
大
切
に
し
て
あ
げ
た 

い
な
と
改
め
て
思
った
一
日
で
し
た
。 
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村
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奈
良
町
に
ぎ
わ
い
の
家 

 

二
十
四
節
気 

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ー
ク
「霜
降
」 

 
 

 

デ
ザ
イ
ン
・金
田
あ
お
い 

   山
な
み
の
空
澄
み
わ
た
り
百
舌
鳥
の
こ
ゑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
く
ひ
び
け
り
初
霜
の
朝 

晩
秋
の
澄
み
渡
った
秋
の
空
気
、
山
の
稜
線
が
く
っき
り
と
見
え
、
初
め
て 

霜
が
お
り
た
朝
に
、
百
舌
鳥
の
声
が
高
く
響
い
て
い
ま
す
、
と
い
う
お
歌
。 

百
舌
鳥
は
、
秋
に
は
縄
張
り
を
確
保
す
る
た
め
に
、
高
い
声
で
鳴
く
と
の 

こ
と
。
耳
を
す
ま
し
て
、
季
節
な
ら
で
は
の
鳥
の
声
を
聞
く
感
性…

。 

忙
し
い
中
に
も
持
って
い
た
い
で
す
ね
。 

つし二階、アートに変身！ 

入口すぐ、表屋の二階は、厨子（つし）と呼ばれる、 
天井の低い、町家ならではの独特の空間です。 
この空間を更に味わっていただこうと、奈良在住の 
アーティストの方に、つし二階とのコラボをお願い 
しました。（協力・奈良アートプロム） 
第一弾は、音風景研究家、岩田茉莉江さんの 
『おとたまり～奈良の音もよう』。 
手前の部屋には、岩田さんが聞いた奈良の音が、 
スケッチで表現されています。奈良のどこで聞いた 
音かも書いてあるので皆さんもご存じの音の場所が 
きっとあるはず。 
また、奥の部屋は、小さく開けた穴から入る、 
かすかな光の世界…。耳を澄ますといろんな奈良町 
の音が聞こえます。 
つし二階の新空間体験へ、どうぞ、お越しください！ 
                     （11/29まで開催） 
 
 

  

子どもたち、笑いながらも…こわい？ 

に
ぎ
わ
い
の
家
ス
タ
ッ
フ
に 

加
え
、
楽
器
の
で
き
る
有
志 

の
皆
さ
ん
が
、
ち
ん
ど
ん
に 

参
加
、
「
天
然
の
美
」
「
サ
ザ
エ

さ
ん
」
な
ど
の
曲
を
練
習
し 

て
本
番
と
な
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

    
も 

 

ず 



事
務
局
だ
よ
り 

  2015 
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イ
ベ
ン
ト
、
講
座
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

町
家
と
ア
ー
ト 

 
 

 
 

～
新
た
な
価
値
を
生
む
た
め
に 

  
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

 

藤
野
正
文 

  

奈
良
町
に
ぎ
わ
い
の
家
で
は
10
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
の
イ
ベ
ン
ト
ラ
ッ
シ
ュ
も

ほ
ぼ
終
盤
に
な
り
、
暖
か
い
日
差
し
が
欲 

し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
10
月
18

日
の
「
わ
ら
べ
歌
フ
ェ
ス
タ
」
に
は
、
千 

人
を
超
え
る
方
が
来
館
さ
れ
、
10
月
末
に

は
開
館
六
ヶ
月
で
来
館
者
五
万
人
を
越
え 

ま
し
た
。
11
月
の
終
わ
り
ま
で
、
秋
な
ら

で
は
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し 

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
来
訪
を
お
待 

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

10
月
末
か
ら
新
た
な
試
み
を
始
め
ま
し

た
。
表
屋
の
つ
し
二
階
で
、
奈
良
ア
ー
ト 

プ
ロ
ム
の
協
力
を
得
て
、
現
代
ア
ー
ト
の 

常
設
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
来
館
者 

が
少
し
町
歩
き
の
喧
噪
か
ら
離
れ
て
、
天 

井
の
低
い
畳
の
間
に
た
た
ず
み
、
そ
れ
ぞ 

れ
の
感
覚
で
現
代
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
頂 

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ほ
ぼ
一
月
毎
に
展 

示
内
容
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
現
代
ア
ー 

ト
に
関
心
の
あ
る
若
い
方
々
の
奈
良
町
の 

人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
れ
ば
と
も
思
っ
て
い 

ま
す
。 

 

光
と
風
と
音
が
日
々
刻
々
と
「
う
つ
ろ

う
」
つ
し
二
階
の
空
間
を
、
虫
籠
窓
か
ら 

漏
れ
て
く
る
町
歩
き
の
人
の
気
配
や
町
家 

の
瓦
屋
根
、
春
日
山
原
生
林
の
景
色
と
と 

も
に
、
ア
ー
ト
の
表
現
に
よ
る
気
づ
き
を 

与
え
る
、
ふ
と
立
ち
止
ま
る
、
ワ
ー
プ
す 

る
空
間
、
と
し
て
し
つ
ら
え
た
い
と
思 

っ
て
い
ま
す
。 

 

歴
史
的
な
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く 

り
（
持
続
可
能
な
発
展
）
に
は
、
地
域 

が
つ
く
ら
れ
て
き
た
文
脈
、
地
域
の
個 

性
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
「
現
代
の
視 

点
」
で
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
と
共 

有
し
な
が
ら
、
そ
の
価
値
を
次
の
世
代 

に
更
に
伝
え
る
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ 

と
で
す
。
現
代
の
視
点
で
ま
ち
に
込
め 

ら
れ
た
「
遺
伝
子
」
を
意
識
的
に
読
み 

解
き
、
意
識
的
に
伝
え
る
。
そ
の
触
媒 

と
し
て
「
現
代
ア
ー
ト
」
の
役
割
が
あ 

る
の
で
は
な
い
か
？
と
私
は
思
っ
て
い 

ま
す
。
ま
た
、
「
ま
ち
」
は
ア
ー
ト
の 

実
験
の
場
、
芸
術
の
発
表
の
場
、
芸
術 

家
を
孵
化
す
る
場
、
さ
ら
に
「
新
た
な 

価
値
を
創
造
す
る
場
」
で
も
あ
っ
た
は 

ず
で
す
。 

 

そ
う
い
っ
た
視
点
を
も
っ
て
、
作
家 

さ
ん
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
方
の
協 

力
を
得
、
現
代
ア
ー
ト
の
常
設
展
を
奈 

良
町
に
ぎ
わ
い
の
家
で
開
催
し
て
お
り 

ま
す
。
こ
の
試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り 

で
、
手
探
り
・
試
行
錯
誤
も
あ
り
ま
す 

が
、
多
く
の
方
々
の
参
画
や
温
か
い
ご 

意
見
・
ご
助
言
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

   立冬 11/8～         小雪 11/23～       

奈良町にぎわいの家二十四節気マークから 

       

                暦の上での冬                    山では雪の便りも   
 

 冬の始まりと言いながら、紅葉本番、秋の色が 
 堪能できる季節です。奈良は和歌山につぎ、全国 
 二番目の柿の産地。12月にかけて、これから、 
 富有柿の美味しい季節になります。  
 

 

十
一
月
の
節
気 

にぎわいの家も 
冬支度。 
受付にガラス戸が 
入りました。 

建具屋さんの 
鉋（かんな）の 
音が心地良く。 

スタッフがお花を活けているのをみて、 
     「やってみたい」と！ 
           

折紙展示、最終日、作品を持って 
帰っていただきました。 
皆さん、大喜び！ 
中には、その場で自ら折る方も。 

外国のお客様、にぎわいの笑顔！ 


